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1．はじめに

2015 年に国連加盟国によって「持続可能な開発の
ための 2030 アジェンダ」が採択された。これは人
類と地球が現在そして未来へ向けて平和と繁栄を築
くための人類共通の青写真である。その核となって

いるのが，17 の持続可能な開発目標，すなわち
（ ）である（

2015）。これら 17 の を 2030 年までに達成す
ることが世界各国の共通の課題である（村上・渡辺
2019）。企業では に基づいたビジネスや新規
事業の立ち上げが盛んであり（水野ほか 2020）（沖
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ほか 2020），自治体でも地位域の活性化のために
に取り組む事例が出てきている（村上ほか

2020）。さらに， （ ）は，
2019 年から， の達成への貢献度に基づいた大
学インパクトランキングを発表しており，高等教育
においても の達成に向けた貢献が求められて
いる（ 2020）。
この大学インパクトランキングでは，17 の
ごとに各大学の研究における取り組みが評価されて
いる。しかし大学の役目は研究だけではない。人材
育成という役目もある。 の達成を志し，それ
を成し遂げる意欲と行動力，そしてそのベースとな
る高度な専門的知識や技能を育成する必要がある。
このような人材を育成することにより，研究だけで
はなく，企業や自治体などに就職してそれぞれの立
場で の達成に取り組み，世界の持続的発展に
貢献することができる。現在， の達成に向け
た大学における「教育」という視点が欠けている。
初等中等教育では，総合学習や探求型学習の中で

をテーマにした授業が盛んに行われている
（佐藤 2019）（佐藤 2020）ことから，初等中等教育と
高等教育との接続の意味においても， に基づ
いた高等教育の可能性についても検討すべきであ
る。
本報告では，17 の を達成するためにどのよ

うなコンピテンスやコンピテンシーが求められてい
るのかを分析し，高等教育においてそれらのコンピ
テンスを育成する可能性について論じる。

2．検討方法

を構成する 17 のゴールは，それぞれ 10 個
程度のターゲットにより定義されている。これらの
ターゲットはそれぞれの文脈において，こうなりた
いという具体的なビジョンを説明したものである。
これらのターゲットの多くは，いつまでに何をする
かを具体的に説明したものである。本報告では，何
らかの目標を達成するための具体的な「何をするか」
という行動特性を「コンピテンシー」と呼ぶ。コン
ピテンシーは知識・態度・スキルが総合されて現れ
る行動特性である（ 1973）。従来の知能

テストは学校での成績との相関は高いものの，職業
における成功との相関は低いため，知能テストに代
わる指標としてコンピテンシーが提唱された。

は，米国務省から，外交官の採用試験の
成績と採用後の実績に相関がないことについての調
査を委託され，実績を上げている外交官（ハイパ
フ ォ ー マ ー）に つ い て （

）を用いてその行動特性を明らかにし，そ
れをコンピテンシーと名付けた。一方，コンピテン
スは環境・対象と効果的な相互作用をすることがで
きる能力のことであり，乳幼児期の段階から備わっ
ている潜在能力と動機付け，そして自己効力との複
合的な概念である（ 1959）。すなわち，コンピ
テンシーは，それを生じさせるコンピテンスが前提
となっている。
そこで本報告では，まず の 169 のターゲッ
トの記述から行動特性であるコンピテンシーを抽出
し，そのコンピテンシーを生み出すために必要なコ
ンピテンスについて考察する。
次にこれらのコンピテンスを高等教育においてど
のように育成し，評価する可能性があるかについて
検討する。高等教育には，その入り口である大学入
試から，教養教育を行う全学教育，そして学部や大
学院などで行う専門教育，そして出口となる就職支
援があり，さらに社会人教育も担っている。本報告
では，高等教育におけるこれらの役割ごとに，
で求められるコンピテンスの育成と評価の可能性に
ついて論じる。

3．SDGsで求められるコンピテンス

の 17 のゴール（目標）と 169 のターゲット
を概観すると，それぞれの国や組織，そして個人に
応じた指針が見て取れる。このことから，個々人の
環境や地域・取り巻く状況に応じた取り組みが可能
であることがわかる。しかしながら，それらの真の
解決には，一国の取り組みだけで，あるいは一分野
の才能ある人々の活動だけで完結できる目標はほと
んどない。人類が直面する地球規模の課題であった
り，課題解決のためには，背景に横たわる複合的な
社会問題を分野横断的に他者と協働して解決する必
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要があるものであったりする。こうした課題の解決
には「何が本質か」すら，明確になっていないこと
が多い。そのため，自ら課題やアプローチを提起し，
バックグラウンドの異なる人々の間で課題意識を共
有し，解決に向けて粘り強く英知を結集することに
取り組める人材が求められる。挑戦的な課題に果敢
に継続的に取り組む意欲をもち，高いコミュニケー
ション能力や倫理観をベースに，将来国境や分野・
産官学を横断して地球規模課題の解決に資する仕事
を自ら構想，遂行できる資質をもつ人材であればな
およいだろう。こうしたコンピテンシーが抽出でき
る。

のゴールの多くは，地球規模・分野横断的
課題であるから，従来の学問や産業の一分野を追求
するだけでは解決には至らない。経済・社会・環境
が調和する世の中を志向しているので，17 のゴール
は全て繋がった密接不可分な関係であることが多い
（水野ほか 2020）。そのため，従来の分野を易々と
横断できるマインドを有する人材の育成が不可欠で
ある。例えば，法学的立場から貧困（ゴール 1）や暴
力の問題を解決しよう（ゴール 16）とすれば，その
問題の背景には，紛争だけでなく食料問題（ゴール
2，3）や気候変動問題（ゴール 13，14，15）などが
隠れている場合があり，衛星画像による特定地域の
モニタリング（ゴール 9）がそれらの問題解決に重
要な役割を果たすかもしれない。つまり，法学部を
志した人材が，宇宙工学や気象の技術を理解しデー
タを解析しながら貧困問題に立ち向かう必要がでて
くるのである。また，新素材の開発に興味を持ち産
業基盤の一部を担おう（ゴール 9）とすれば，それら
の安全性（ゴール 3，12）や省エネなどエネルギー問
題（ゴール 7），ひいては地球環境まで予め視野に入
れた活動や意識付け（ゴール 13，14，15）が欠かせ
ないのである。もちろん，上記の課題にひとりで取
り組む必要はない。多分野の多くの人々と協働して
同一の目標達成にベクトルを一致させることができ
ればよい。ただし，必要あらば専門を乗り越えるマ
インドは不可欠である。 の 17 のゴールは，「5
つの 」と呼ばれるキーワードで整理されることも
ある。すなわち「 （人間）」」，「 （地球）」，
「 （豊かさ）」，「 （平和）」，「
（パートナーシップ）」である。いかに のゴー

ルが分野横断的であるかよくわかる。以上の観点か
ら， のゴール達成に向けて取り組む人材に共
通するコンピテンスは，決して目新しいものではな
いが表 1のようにまとめられ，これらを育成し評価
するための指標開発や取り組みが必要である。

3.1 コミュニケーション力

今や，研究室・研究所に閉じこもって個人で解決
できるような の課題は，数学や情報などのご
く限られた分野を除きほとんどないと言ってよい。
他者との協働が不可欠である。特に，次世代の人材
にとって， （情報通信技術）を自在に駆使し，自
らの意思を積極的に発信し，国境を超えて意思疎通
をはかる能力は不可欠であろう。社会のグローバル
化が加速し，地域的な課題であっても国際的な文脈
と連動することが多い現代では，外国語の運用にひ
るまないマインドの育成が重要である。さらに，専
門の翻訳家に近い同時通訳機能を有する が数年
以内に実現されようとしている昨今では，大多数の
人間にとって，流暢に外国語を操ることに割く学習
時間よりも，コミュニケーションの核となる内容の
吟味や情報の取捨選択に時間を割く必要性が増すは
ずだ。相手に興味をもち敬意を払って会話するとい
うコミュニケーションの基本（キム 2019）はもとよ
り，「 の活用力」と母語を含めた広い意味での「言
語を操る力」がますます重要視されるだろう。
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表 1．SDGs達成に求められるコンピテンス

コンピテンス キーワード

① コミュニケーション力
活用力

言語を操る力
意志発信力

② 目標達成の意思持続力
モチベーション維持
自発的
熱意

③ 論理的な表現力
科学的ロジック
図表表現力
エビデンスベースの議論・記述力

④ 知識活用力
専門性
分野横断
協働

⑤ リーダーシップ能力
倫理観（モラル）と異文化理解
共感力
迅速なコミュニケーション



3.2 目標達成の意志持続力

成功した研究者・企業人はその秘訣として，粘り
強く諦めずに問題に取り組むことを挙げることが多
い。そのためには，心理的に強制するのではなく，
自らの想像力と創造力によって課題へのモチベー
ションを掻き立て，維持し，スケジュールを管理し，
課題解決をやり抜く能力を習得することが肝要であ
る。 のゴールへの道筋は複雑で，一朝一夕に
解決に導けるような課題ではない。課題に対し粘り
強く自発的に取り組む，熱意ある姿勢が求められる。

3.3 論理的な表現力

のターゲットの多くは，科学に基づく分析
が基礎となっているものが多い。科学は，一定領域
の対象を客観的な方法で系統的に研究する活動やそ
の成果の内容とされる（ 2020）。言
い換えれば，科学では，演繹的・帰納的ロジックを
用いて普遍的な知の体系に組み上げる作業や過程が
本質といえる。どんなに優れた発想であってもこの
ロジックや手順に従わない場合，検証や再現による
正当性の担保がなされない。科学は万能ではない
が，多くの場合，対象の数値化とエビデンスに基づ
いた議論がなされるので，大多数の人々に受け入れ
やすい手順であることから，科学で用いられる論理
の運びに十分精通する必要がある。そして，科学的
な情報の取捨選択，集約知識を使って矛盾のない論
理を構築し，それを図表など併用して表現・記述す
る力を身につける必要がある。これらの素養は，学
問分野にとどまらず，広く企業や実社会においても
不可欠な能力である。

3.4 知識活用力

（科学的）創造＝イノベーションとは，複数の事象
を優れた発想で統合する作業と定義されている。
元々，経済学者のシュンペーターによるイノベー
ションの言葉の定義は「新結合」「新しい捉え方・活
用法」である。決して，全く何もないところから新
しく生み出されるということを意味しない。ノーベ
ル化学賞を受賞した田中耕一氏は，イノベーション

に天才は不要で異分野の融合の場や仕組みこそが重
要であると述べている（ものづくり未来図 2018）。
こうした状況の実現には，背景となる有用な知識を
分野に関係なく貪欲に取り入れ，それらを積極的活
用する能力が求められる。理工系・医療系において
は，一つの分野に秀でて専門性をもつことも極めて
重要であるが， の目標を達成するには，涵養
した基礎的・専門的素養を背景に，他分野への展開・
活用力も必要とされる。もちろん，個人で取り組む
だけではなく，他者との協働を厭わない柔軟性をも
つことも，広い意味での知識活用力と言えるかもし
れない。

3.5 リーダーシップ能力

他の人の意見に耳を傾けつつ，それを踏まえて，
自らのビジョンを分かりやすく示し，ためらうこと
なく周囲を巻き込む能力が強く求められる。
の目標を達成するには，問題意識を自らだけで完結
せず，異文化・宗教・他地域など，背景の異なる他
者をも巻き込み協働することが必須であるからであ
る。高い倫理観（モラル）をベースに， のゴー
ルの達成に向けた行動指針を公に示しつつ，自ら行
動できる人材の育成が求められる。
一方， を積極的に活用し，グローバルで多様
性をもつ組織の場でのリーダーシップは，同じ国に
住み，同じ場所で対面して仕事をする伝統的なチー
ムと比較して若干異なる。地理的に分散し，お互い
が顔を合わせる相互作用はまれであるという特徴を
持つバーチャル・チームでは，メンバーの満足感と
凝集性が小さいと分析されている（
2004）。過去の研究では，こうした場面で効果的な
チームリーダーは，メンバーへの強い共感ができ，
迅速なコミュニケーション，異文化への理解により，
信頼されていること重要だとされている（小久保
2007）。

4．高等教育における SDGs コンピテ
ンスの育成と評価

これら 5つのコンピテンス（ コンピテンス）
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を育成するための，高等教育の可能性について，大
学入試，全学教育，専門教育，就職支援，そして社
会人教育のそれぞれの観点から論じる。

4.1 大学入試の可能性

高等教育機関に求められるのは， の目標達
成に対して，大小あれリーダーシップを発揮して主
体的に取り組む人材の育成だといえる。前節で述べ
たように，いわゆる文系・理系科目にのみ関心をも
ち重点的に学習するのではなく，文理の枠組みにと
らわれず，学際的に幅広い興味・関心をもって，学
科の専門的な知見の習得に励む素養をもつ学生にい
かに入学してもらえるかが， の観点からは重
要となる。高等教育機関の中にはアドミッションポ
リシーにこうした内容を謳う場合も増えている。近
年，各大学で急速に拡大されてきた 入試，推薦
入試は，こうした素養をもつ学生募集の方法のひと
つとなるだろう。
上記の入試における評価法としては，現状では次
のような方式を組み合わせることが考えられる。1）
分野横断に不可欠な幅広い科目の基礎学力を評価す
るための，大学入学共通テストを利用した文理共通
入試（知識活用力），2）他者との協働・リーダーシッ
プの素養を評価するためのグループワーク型評価
（コミュニケーション力，リーダーシップ力），3）マ
ルチプルミニインタビュー形式による面接（知識活
用力，コミュニケーション力，論理的表現力），4）
図表や数値計算を含む小論文やプレゼンテーション
による評価（知識活用力，コミュニケーション力，
論理的表現力），5）高大接続事業などによる，研究
課題・課外活動への継続的取り組みの評価（目標達
成の意志持続力，コミュニケーション力，論理的表
現力）。

4.2 全学教育の可能性

のゴールの達成を担う人材育成のための取
り組みは，小／中／高でも推進されつつある。しか
し，教科横断的な指導計画を立てるのが難しい，学
際的で専門的知識が必要となるため，教員側の指導
能力が不足して教材を生かし切れないなどの課題が

挙げられている（デトロイトトーマツ 2020）。対し
て大学こそは，研究機関としての専門性やカリキュ
ラム編成の自由度の高さから，これらの課題を解決
し，より高度な次元での教育を提供できるはずであ
る。しかしながら，前述したように， のゴー
ルは，地球規模的，分野横断的課題が多いことから，
現時点で全学教育の何の科目のどんな内容が人材育
成に貢献が大きいかは現時点では不明である。
そこで，1）教学 の活用と，2）幅広い分野の基
礎学力水準の担保とそれに関連する評価，が求めら
れる可能性が高い。1）の教学 とは，教育課程編
成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）に掲げ
る「学修成果の評価」を実施するために，学内にあ
る諸々のデータを収集・分析し，その結果を教学の
改革や改善のための施策に生かす活動である。

の達成に向けた人材育成につながると思われ
る数々の学内のデータ指標（例えば ）を特定し
て，それを従属変数としながら，他の諸々のデータ
（課外活動や授業への出席率など）を独立変数とし
て，両者の相関関係や因果関係を探り検証を行えば，
適切なコンピテンスの抽出やその検証，および人材
の育成方法や評価方法を見出すことができる可能性
が高い。
また，2）幅広い分野の基礎学力水準の担保とそれ
に関連する評価には，全国の医学部で実施されてい
る 実 技 試 験 で あ る （

）と，知識を問われる
（ ）が参考になる。医学部で
は，この両方に合格しなければクリニカルクラーク
（病院実習）ができない。繰り返すが， のゴー
ルは，地球規模・分野横断的課題であることから，
課題解決につながる基礎知識が何かはわからない。
したがって，従来の専攻を見据えた科目は無論，学
問の枠組みを超えた内容にも興味をもち幅広く学ぶ
マインドをもつ人材の創出が重要である。上記の教
学 に連動させる形で， 方式による幅広い分
野の基礎学力の評価を導入すれば，大学教員の手間
を掛けずに への貢献が可能である。また，座
学のみならず，研究活動などに必須の共通実験・実
習教育，さらには， リテラシーや倫理教育といっ
た，いわゆるお作法の学修は， の評価内容に
近く，教学 における独立変数となりうる。こう
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した評価は，各々の大学やコンピテンスに応じた学
士編入試験にも代用できるだろうし，場合によって
は大学院入試の一部にもなりうる。いずれにして
も，こうした取り組みは，学士課程レベルの質の保
証を積極的にサポートするものにもなるし，そのレ
ベル設定は，それぞれの大学が個々に設定したコン
ピテンスとその評価によるものとなるため，大学の
特色を極めて反映したものになると思われる。

4.3 専門教育の可能性

3 節で述べたように，多くのイノベーションは，
専門分野と別の専門分野の間の「新結合」や「新し
い捉え方・活用法」によって生まれる。従来の研究
手法のみならず， や自動化技術など最新の技術
知見を含む，様々な研究手法を柔軟な発想で自在に
使いこなし，多分野・他地域の研究者と共同して，
複雑な現象の本質を体系的に明らかにする能力が求
められる。しかし，現在の日本では学生や若手研究
者は常に短期的な成果を強いられており，その結果，
創造性が試され，新規性が高く，本質的な研究テー
マは敬遠される傾向にあると言われて久しい。学際
的な研究テーマの重要性が叫ばれつつも，学会を広
く横断していくような活動や新しい学会を立ち上げ
て先導するような若手研究者は，成果が少なく専門
性に乏しいと見なされることも多く，アカデミアに
残りにくい。こうして，日本の高等教育機関が専門
教育において に取り組む余裕はなくなりつつ
あるが，次世代の育成なしに今後の発展はない。
卒業研究レベルの高等教育では，科学的エビデン
スに基づいて議論する力や論理的な記述力（アカデ
ミック・テクニカルライティング）を全学的に養成
するような取り組みが人材育成に有効と思われる。
現状では，研究室の大学教員の自主性に丸投げされ
ていることが多く，研究を通じて熱心な教員に指導
された場合に限り，初めて自らの論理的な記述力の
不足に気づく学生は多い。一方，大学院レベルの高
等教育では，研究と教育は表裏一体である。大学教
員は，最先端の研究を進め，イノベーションや新た
な価値の創出・知の体系化を通じて，既に日常的に

のゴールに向けて熱心に取り組んでいると言
える。しかしながら，研究成果を産業界や社会へと

還元していく取り組みは，もっと拡大が必要である。
なぜなら， のゴール達成に向けた課題は，産
業界や行政や社会の中にこそ多く存在するし，その
ような課題に大学教員が関わる姿勢こそが学生に
ロールモデルを示すことに繋がるはずだからであ
る。多くの大学教員が副業によるベンチャー・
の立ち上げに積極的に主体的に関わったり，企業や

との共同研究が容易にできたりするしくみ作
りが重要である。また，特に研究成果を求められる
場合には，教員が学内委員会や備品購入や管理など
の雑務に追われない仕組み作りがあればなお良いだ
ろう。
一方で， の地域での取り組みを牽引するの
が高等教育機関であるからこそ，高等教育において，
小／中／高との連携や地域，場合によっては海外組
織との連携による，あらゆる人々への学びの場の提
供と，専門的な知見と実践の場の共有も必要になる
はずだ。こうした場に，学生自身や大学教員が身を
置くことにより，身近な課題を見つけ，分野・地域
横断的にそれを解決するための具体的な方法を共に
考え，周囲を巻き込みながら解決するという課題解
決の実践ができる。将来 のゴール達成を担う
小／中／高の子供にとっても，地域のメンバーや教
員や学生にとっても学びとなるはずである。

4.4 就職支援の可能性

企業は に取り組むことで，ビジネス機会を
開拓できるといわれている。2017 年の世界経済
フォーラム（ダボス会議）では， が達成される
ことで少なくとも 12 兆ドルの経済価値がもたらさ
れると指摘された。 が示す課題の解決につな
がる製品やサービスやニーズは大きく，企業は事業
を通じてそうした社会課題を解決することで利益を
得られるからである。 の視点を企業評価に加
える機関投資家も増えており，オランダの公務員年
金基金は，2025 年までに運用資産の 2割を に
貢献する企業に投資する目標を掲げている。一方
で，企業の への取組みは経営リスクへの対応
という側面もある。 に対しネネガティブな印
象を与えれば，企業価値の毀損につながりうる。取
引のある他の組織による人権侵害や環境破壊が，経
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営を脅かすこともあり得るから，こうした課題に取
り組むことがリスク回避につながるのである。よっ
て，就職を目指す学生にとっては，志望する企業が

に敏感であるかどうかは，企業の成長性，安
定性を判断する極めて大きな判断材料となる。ま
た，4.2 節で述べた教学 を駆使すれば，どのよう
なコンピテンスを有し，どういった学習履歴をもつ
人材が，どういった方面への就職率が高いか，まで
分析が可能になる。学生にとっても， の目標
やターゲットと照らし合わせて，自身が大切にした
い価値観に合った取り組みをしている企業や職業を
選択する時代は，直ぐそこまで来ており，就職支援
の観点からも は無視できない。

4.5 社会人教育の可能性

18 歳人口がますます減少する日本において，大学
進学率は高止まりしており，高等教育機関における
学生を，海外からの留学生と社会人に求めざるを得
ないことは，もはや自明である。 のゴール達
成に向けた課題は，社会や地域・企業の取り組むも
のの中にこそ多く見られるため，社会人の大学・大
学院での学び直しのニーズは決して減ることはない
はずである。社会人こそ， のゴール 8「働きが
いも経済成長も」を実践する立場にあり，キャンパ
ス内の多様性にも貢献する。社会人が，持続可能な
社会に生きるための専門的知識とマインドをもてる
ような育成法と評価法，その多様性を受け止める大
学・大学院の柔軟な教育・研究プログラムが必要で
ある。
しかしながら，社会人が会社を辞めてまで，ある
いは会社の業務を抑えてまで，学び直すのは経済的
にも厳しいものがある。そこで， を駆使したリ
モートでの教育・研究活動が大きな役割を果たしう
る。専門的知識の共有はもちろん，企業活動を行い
ながらリアルタイムで，海外を含む様々な大学・行
政・他分野の産業・地域を巻き込んだ課題解決型・
実践型の学びに取り組むことができるようになる。
これにより，居住地域や経済的格差，年齢によらず
誰もが高等教育にアクセスできる。 を活用すれ
ば，途上国のアカデミアや社会人とも容易につなが
ることができるので，世界規模で分野横断的な問題

意識の共有もできる。これこそが， における
ゴール 4の実践となる。ただし， のみでは，受
動的な修学スタイルに陥りやすいことから，スクー
リングでの課題発表や実習を併用して，研究や学び
のモチベーションを喚起することも重要と思われ
る。このように， を切り口に新たな社会人教
育モデルを作り出すことができる。
以上のような取り組みにおいて，学生たちのコン
ピテンス達成度は図 1に示すようなダイアグラムに
よって視覚化されるであろう。このコンピテンス達
成度と の 17 のゴールの習熟度のダイアグラ
ムとによって，学生たちの に基づく学力が総
合的に評価される。

図 1．SDGsコンピテンス習熟度ダイアグラム

5．今後の課題

・推薦入試の課題は数多くあり，種々に議論さ
れている（近藤治 2009）。受験生や保護者には，こ
うした入試が単なる受験機会が増えただけで，一般
選抜とどちらが受かりやすいかでしか判断されてい
ない，など，受験生・保護者・受験指導の高校の捉
え方と大学側の求める人物像とのミスマッチは依然
大きい実感はある。とはいえ， の観点からは，
特定の領域が特に得意な学生，分野横断的な素養を
もつ学生，従来型の入試学力のある学生，社会人学
生などの多様性を確保することが高等教育機関とし
ての「持続可能性」を担保する。つまり，大学入試
の多様化は避けては通れない。ただし，入試の多様
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化には，高等教育機関側にかなりの手間と負担がか
かる。この手間と負担を の駆使や工夫で軽減
しつつ，望まれる人材を獲得できるような大学入試
を実現し，そうして入学した学生の卒業時の質を保
証する人材育成法と評価法の開発が課題と言えるだ
ろう。
上述したコンピテンスや，その評価法や育成法が
適切かについては，教学 などによるエビデンス
ベースの検証は必要であろう。ただし，それを行う
には，少なくとも 10 年以上入学前から卒業後にい
たるまで継続的な調査を大規模に行うことは必須で
あり，卒業後も学生と情報交換可能なつながりをい
かにして持ち続けるかは大きな課題である。
このように，教学 の導入や活用において議論
されている課題（児美川 2019）が， の達成に
向けた人材育成の高等教育への導入際してもそのま
ま当てはまる。具体的には，1）ただでさえ忙しい大
学教員が，教学データの提供元となるので に取
り組むモチベーションを喚起しつづける工夫が必要
なこと，2）学生の個人情報に関連するデータが対象
となるため，本人や保護者の同意が必要となる場合
や， 分析の結果に関して，誰がどの範囲までアク
セスできるのかについての学内ルールづくりも課題
である。さらには，3）効率的運用や分析のための
データ形式の統一や，4）学内の各部署や学部，研究
科などとのやり取りや折衝の能力をもつ人材の確保
も必要とされる。最大の課題が，5）教学 を推進
するための学内合意と思われる。 の分析は，好都
合な結果だけを出してくれるわけではなく，部署毎
のパフォーマンスや教員間の授業や学生指導の実績
の比較もできてしまう。予算配分や個人への評価に
結びつく危険性もあり，丁寧な合意形成が不可欠と
いえる。また，アセスメントテストなどを通して学
生の修学状況や教員の授業の改善方法へのフィード
バックなども人材育成には不可欠と思われるが，そ
れらは などによる分析結果のフィードバックに
徹し，第三者から見られないような工夫も必要だろ
う。
コロナウイルスの世界的蔓延に伴い，すべての活
動に を積極的に活用せざるを得ない状況が生
まれている。地球規模的・分野横断的な の
ゴール達成に向けて， の活用は不可欠であるか

ら，実は好ましい下準備ができつつあるともいえる。
こうした状況を活かすには， のゴール達成に
向けて取り組む人材に必要なコンピテンスとその育
成法・評価法のコンセンサスを学内で得て，早急に
意識のベクトルを揃えるような活動が求められる。
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